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都 留 市教 育 委員 会

教育長 内 藤 盈 成

本調査は日本道路公団東京第二建設局 と、都留市教育委員会 との委託契約にも

とづく、中央自動車道富士吉田線の四車線化工事計画に伴 う堀之内原遺跡の調査

であります。

本調査の必要性は先に発行 した昭和48年 の 「中谷遺跡」昭和51年 「都留市の先

史遺跡」又は昭和39年 に調査済みの山梨県中央 自動車道考古学調査団の報告書に

よつて、つまびらかに発表されている事により立証されたものと推察いたします c

本調査の成果は日本道路公団関係者の積極的ご援助 と地区市民のおしみない労働

力の協力 と宿泊施設の提供にあったと思います。

特に本調査によって主体的市民団体である日本大学考古学研究会、都留文科大学考

古学研究会の学生諸君 と地域住民の共同作業を通 しての人と人との交流の中に生

きたる会話、老人と若者の楽しい親子的愛情の場 を見せていただいた感銘は「ゆ

とりある教育」の真の姿を示 したものと心から喜びとするものであります。

最後 Iど この貴重な報告書をもとに更に文化財の保護、発掘に精力的につとめ、

文教都留市の確立に励むことをお誓いして、関係者への労をねぎらうお礼のご挨

拶 といたします。



口例

1.本書は、昭和 53年度に、日本道路公団東京第二建設局 と、都留市教育委員会との、委託

契約により実施 した、中央自動車道富士吉田線四車線化工事に伴 う堀之内原遺跡の緊急調

査報告書である。本書作成の委託契約は、昭和 54年度に行なわれた。

2.本調査の調査組織は、別に示すとおりである。

3。 本書の作成は、都留市教育委員会が行なった。執筆は、各遺構及び トレンチ出上の遺物に

ついてのみ、担当者が作製 した遺構カー ド・遺物カー ドをもとに奈良が加除筆して取 りま

とめた。尚、そのさい文末に各担当者名を記 した。その他の執筆及び全体の編集は、奈良      L
が行なった。

また、編集に際しては、青野恵子、片山雅文、宇佐美千里の協力を得た。              ど

4.遺物の実測・ トレースは、奈良・喜多圭介・谷口栄が、遺構図 トレースは、奈良・喜多 。

日向容子 。大崎裕美・平佐枝子が、それぞれ行なった。又、土器の復元は、奥隆行先生に

お願いした。

尚、遺物整理及び報告書作成にあたり、日本大学考古学研究会・都留文科大学考古学研究

会の協力を得た。

5.遺物及び実測図は、都留市教育委員会が保管している。

6。 発掘調査 。報告書執筆において、特に次の方々から種々の御指導・御助言を賜わった。厚

く御ネL申 し上げる。

坂本美夫・末木 健 。田代 孝 (県文化課)

河野喜映 (神奈川県文化財保護課)

堀内 真 (富士吉田市教育委員会)



1

2

調査主体者

調査担当者

調 査 員

補助調査員

3

4

5.作  業 員

調 査 組 織

都留市教育委員会

奥 隆行 (都留市文化財審議会委員 )

奈良泰史 (都留市教育委員会 )

河合仁志・喜多圭介・横山典夫

鈴木利幸・ 片山雅文・工藤信一郎・ 相良雅男・伊藤修二・宮野晴美・

山根則子・新藤恭子・守安幸代・宍戸美智子・平林 彰 。伊藤正人・

日向容子 。大崎裕美・平佐枝子 。大野陽子 (日 本大学考古学研究会 )

青野恵子・堀江 薫・ 落合佐敏・平本信雄・小幡哲明・野名すが子・

坂本礼子・ 有泉由美子・森下佳代子・石原喜恵子・室井裕子 (都留文

科大学考古学研究会 )

大久保修―・上高原 博・植田晶三・ 岸本伸二・ 岡 政幸・浦山芳清・

安藤畦人・武田茂行・沼本謙三 (大学生 )

日向照子・竹日明美 。大野あい子 。日向きよ子・ 山本ふ く・小林志げ

子 。清水一子・佐藤つる子・天野志げの・奥秋永良 。城之内巨三・堀

野良元・平井きよ 。城之内かづ子・ 清水ふさ子・堀野綾子・天野静江・

天野紀子・鈴木よし子 (一般 )



次目

序

都留市教育委員会

教育長  内 藤 盈 成

例  言

調査組織

I.調査に至る経緯 …………………………Ⅲ…………・……・……………Ⅲ………………………

Ⅱ.遺跡の環境 ………・………………………………Ⅲ…・………………・…………………………

Ⅲ.発掘調査の経過 ・………………………………Ⅲ……Ⅲ………………Ⅲ…………………………

1.概 要 … … … … … … … … … … …… … … … … … … … … … … ……… ……

2。 日 誌 ……………工…… …… … … … … … … …… ……………… … … … … …… … …

Ⅳ.発掘調査の結果 ……・………………Ⅲ……………Ⅲ…………………………………………………

1.層 序 ………………… …… …… … … … …… … … … …………… … ……… …… …… ……

2.遺構 と遺物 ……・………………・…………………Ⅲ…………………………………………

(1)第 1号住居址 と出土遺物 …… ………・………………・…………Ⅲ………… ………

(2)第 2号住居址 と出土遺物 ・………Ⅲ………Ⅲ………………………Ⅲ………………Ⅲ…

(3)第 3号住居址 と出土遺物 …・………………Ⅲ………………………Ⅲ…………………

に)第 4号住居址 と出土遺物 ……………………………………・…………・……………

(動 第 5号住居l■ と出土遺物 ……  ……Ⅲ……………………Ⅲ…………・…Ⅲ…………

(6)第 6号住居址 と出土遺物 …………・

(7)ピ ット群 と出土遺物 ・……………………… ……・………………………………………

(8)ト レンチ出土の遺物 ・…………………………………………………………Ⅲ…・…・

V。 発掘調査のまとめと若干の考察 ……Ⅲ………………………………………………………Ⅲ………

1.住居址について …………・………………… ………………………………………Ⅲ………

2.堀之内原遺跡出土の土師器について Ⅲ……………………………………………………

(1)編年的位置付けについて ・……………………………………………………………

(鋤 地域的特色について 。………………………………………Ⅲ……………… …………

1

3

4

4

4

7

7

8

8

12

16

21

27

29

32

36

39

39

39

39

41

おわ り1こ  ―・―・…・―・―・…・…・―・―・…・…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…・―・…Ⅲ…Ⅲ… …Ⅲ…・…Ⅲ…・―・…・―・…Ⅲ…・…・―・…Ⅲ…・43



第 1図 堀之内原遺跡の位置………・… …

第 2図 堀之内原遺跡付近地形図…………

第 3図 堀之内原遺跡全体図 (折込―① )

第 4図 堀之内原遺跡標準土層図…………

第 5図 第 1号住居址平面図………………

第 6図     〃    〃 (掘 り方)… …

第 7図   〃  カマ ド … … …

第 8図    〃  出土鉄製品…… ……

第 9図     〃  出土土器 (1)………

第 10図     〃  出土土器 (2)… ……

第 11図  第 2号住居址平面図………………

第 12図     〃    〃 (掘 り方)… …

第 13図    ″  カマ ド… … … …

第 14図     〃  出土鉄製品…………

第 15図     〃  出土土器…… ………

第 16図  第 3号住居址平面図………………

第 17図    〃  カマ ド… … … …

第 18図     〃  平面図 (掘 り方)…

第 19図     〃  出土土器……………

挿 図 目 次

7

8

9

9

10

10

11

12

13

13

14

15

16

17

17

19

付 表 目 次

第 1表 第 1号住居址 出土土器一覧表 …………… … ………………………………………………n
第 2表 第 2号住居址 出土土器一覧表 ……………………………………………………………14・ 16

第 3表 第 3号住居址 出土土器一覧表 ……・………………………………………・…………………20

第 4表 第 4号住居址 出土土器一覧表 ……………………………………………………………23・ 26

第 5表 第 5号住居址 出土土器一覧表 ………………………………… ………………………………29

第 6表 第 6号住居址 出土土器一覧表 ・………………… ………………………………………………32

第 7表  ピッ ト群出土・ 表採の石器一覧表 ……………………………………………………………34

第 8表  トレンチ出上の縄文式土器一覧表 ……………………………………… ……………………36

第 9表 住居址・ トレンチ出土及 び表採の石器一覧表 ………………………………………………37

第 10表 堀之内原遺跡住居址一覧表 ……………………………………………………………………39

第 20図  第 4号住居址平面図………………… 21

第 21図    〃     〃 (掘 り方)… ……22

第 22図   〃  カマ ド… … … … … 22

第 23図    〃   出土土器 (1)………… 24

第 24図    〃   出土土器 (2)… ……… 25

第 25図 第 5号住居址平面図………………… 27

第 26図    〃     〃 (掘 り方)… … 28

第 27図   〃  カマ ド… … … … … 28

第 28図    〃   出土土器……………… 29

第 29図  第 6号住居址平面図………………… 30

第 30図    〃     〃 (掘 り方)……30

第 31図   〃  カマ ド… … … … … 31

第 32図    〃   出土土器……………… 31

第 33図  ピット群全体図… ……… …………‐33

第 34図    〃 出上の石器………………… 35

第 35図  トレンチ出上の上器………………… 37

第 36図     〃   石器………………… 38

第 37図 堀之内原遺跡出土土器編年表…折込一②



図 版

図 版

図 版

図 版

図 版

図 版

図 版

図 版

図 版

図 版

図 版

図 版

図 版

図 版

版

版

版

版

図

図

図

図

図 版 目 次

1 (1)堀 之内原遺跡遠景 (北西方向より)

(2)堀之内原遺跡近景 (南西方向より)

2 (1)堀 之内原遺跡遠景 (西方向より)

(2)第 1号住居址

3 (1)第 1号住居址調査風景

(2)第 1号住居址 カマ ド

4 (1)第 2号住居址遺物出土状態

(2)   〃     〃

(3)   〃   カマ ド

5 (1)第 2号住居址

(2)   〃    (掘 り方 )

6 (1)第 3号住居l■居址カマ ド

(2)第 3号住居址 カマ ド (セ クシヨン)

(3)    〃    〃  (掘 り方 )

7 (1)第 3号住居llL

(2)   〃   (掘 り方 )

8 (1)第 4号住居址遺物出土状態

(2)   〃  床面上集石

(3)   〃   カマ ド

9 (1)第 4号住居址

(21    〃   (掘 り方 )

10 (1)第 5号住居址

(2)   〃   カマ ド

(3)   〃    〃

11 (1)第 5号住居址

(2)   〃   (掘 り方 )

12 (1)第 6号住居址遺物出土状態

(2)   〃   カマ ド

(3)   〃   カマ ド (掘 り方 )

13 (1)第 6号住居址

(2)   〃   (掘 り方 )

14 (1)ピ ット群全景 (北方向より)

(2)   〃   (南 東方向より)

15  第 1号・ 2号住居址出土遺物

16  第 3号・ 4号住居址出土遺物

17  第 3号～ 6号住居址出土遺物

18  表採・ ピット群出上の石器



I 調査に至る経緯

中央 自動車道富士吉田線は、高井戸インターから河口湖インターに至る全長約 92.3 kmの 高

速道路である。本路線は、首都圏と富士山及び、富士工湖方面 とを直結 しているため、観光シ

ーズンには大変に混雑する。さらに、現在、高井戸インターから大月ジャンクションまでの約

69。 9 kmは 4車線であるのに、これより河口湖インターまでの約 22.4kmは 2車線 という変則

的なものとなっているため、事故があとを絶たない。そのため、ここ数年来、 4車線化早期実

現への要望が高まっていた。

昭和 53年 9月 、山梨県文化課より中央 自動車道富士吉田線大月ジャンクションから河口湖

インターまでの 4車線化工事計画の連絡 と、それに伴 う都留市小形山地区の埋蔵文化財の照会

があった。 しかし、この時はすでに、同工事計画の第 1期工事 として実施 される花咲 トンネル

の工事用道路建設 を目前にひかえていた。

照会に基づき同地区踏査の結果、小形山字宮脇、同堀之内原において遺跡の存在が確認され

た。その後、県文化課 と再度踏査 したところ、宮脇遺跡においては縄文時代の、堀之内原遺跡

においては平安時代の、遺物がそれぞれ確認された。

そのため、これ らの踏査結果を踏まえて、日本道路公団笹子 トンネルエ事事務所、県文化課、

都留市教育委員会の三者で協議が行われた。その結果、宮脇遺跡については、今回の工事用道

路建設に当って、遺跡 を破壊 しないように工事を進める事、堀之内原遺跡については、保存が

不可能なため、昭和 53年度に当教育委員会が記録保存を目的として、日本道路公団東京第二

建設局 との委託契約によって、発掘調査を実施する事に決定 した。

委託契約は、昭和 53年 10月 7日 に締結され、10月 8日 調査 を開始 した。

(事務経過 )

昭和 53年 9月 21日

〃 9月 26日

〃  9月 26日

〃  9月 30日

〃  10月 7 日

昭和 54年 1月 24日

発掘届を文化庁へ提出。

昭和 53年度文化財発掘計画の協議書が、日本道路公団笹子 ト

ンネルエ事事務所より提出される。

日本道路公団東京第二建設局へ計画書を提出。

文化財保護法第57条 の 3の規定に基づく書類 を道路公団より受

けて文化庁へ提出。

委託契約を締結。

昭和53年度埋蔵文化財発掘調査委託契約の精算書を日本道路公

団東京第二建設局へ提出◇
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堀之内原遺跡

1.大 月 遺 跡

2.中 谷 遺 跡

3。 中 濤 遺 跡

4.生出山山頂遺跡

5。 牛 石 遺 跡

1図 堀之内原遺跡の位置
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Ⅱ 遺跡の環境
1.遺跡の位置と自然環境

中部山岳地帯の南東に位置する山梨県は、地形上、甲府盆地 を中心 とした富士川水系に属す

る地域と、相模川、多摩川両水系に属する山梨県東部の、二つの地域に大別され、関東山地か

ら連なる御坂山地が、この二つの地域を隔てる分水嶺 となっている。

山梨県東部城は、山間地で平坦地こそ少ないが、多摩川水系に属する丹波川、小菅川及び、

相模川水系に属する桂川 、道志川 、秋山川の各流路には、河岸段丘が発達 している。都留市内

においても、柄杓流川 、菅野川 、朝 日川 、大幡川等の桂川の支流が流れ、各流域に河岸段丘が

発達 し、数多 くの遺跡が立地 している。

堀之内原遺跡は、都留市小形山字宮脇に所在 し、西側に高川山を背にして、西から南へ緩や

かなスロープを描 く河岸段丘の上に立地 している。遺跡の東側には、桂川がゆるく蛇行 して北

流 している。

2.遺跡の歴史的環境

山梨県東部において、土師器・須恵器を伴 う古墳時代～平安時代の遺跡は、 120ヶ 所(1)を 数

え、主に桂川流域に分布 している。その内、 8世紀以前の遺跡は、河口湖周辺及び、桂川下流

域においてゎずかに認められるのみで、遺跡の大半は、 8世紀以降のものである。都留市内に

おいても、弥生時代以後、 しばらく遺跡の空白時代が続 き、 8世紀 を境に増加 しはじめ、 9世

紀に入ると急増する状況がうかがわれる。

堀之内原遺跡 も8世紀にはじまり、 9世紀に増大するという、前述の様相 を反映する遺跡の

1つ である。当遺跡の周辺には、南東約 1.2 kmに、縄文時代中期新道式の遺物及び住居址が

検出された中濤遺跡(2)、 南約 0.8 knに は、縄文時代晩期清水天王山式土器及び、有名な 「耳

飾を付けた土偶」が出土 した中谷遺跡(3)が ある。

又、北東約 2.4 kmに縄文時代中期曾利式期及び、真間式期の遺物、遺構が検出された大月

遺跡(4)が ある。

註 (1)堀内 真 1979。 第 14回都留考古学会学習会発表要旨

註 (2)奥 隆行他 1974.「 中濤遺跡発掘調査報告」 都留市教育委員会

註 (3)奥  隆行他 1973.「 中谷遺跡発掘調査報告」 都留市教育委員会

註 14)平松康毅他 1977。 「大月遺跡 (1)一県立都留高等学校校舎改築に伴 う第一次発掘調

査報告」 山梨県教育委員会
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Ⅲ 発掘調査の経過

1.概  要

山梨県都留市堀之内原遺跡発掘調査は、昭和 53年 10月 5日 より、 11月 16日 まで延べ

43日 間に渡って実施 した。

調査方法は、南北に 1～ 75、 東西にA～ Hの グリッド (2mX2m)を 設定 した上で、Aラ

イン、Cラ イン、 Eラ インに、 2m× 6mの トレンチ (2m× 2mの グリット3ヶ )を設定 し

て、調査 し、遺構に当たれば拡張 し、当たらなければその トレンチ調査 を終了する、という方

法をとった。

2. 日

10月 5

10月 6

10月 7日

10月 8日

10月 9日

10月 10 日

10月 11 日

10月  13 日

語
　
日
　
日

調査開始。器材の搬入 と杭打ち (基本杭 =10m間隔)を行 う。

基本杭 をもとに 2m間隔で杭打ちを行 う。中央道の路線沿いに南北に 1～ 75、

東西にA～ Hの ポイントを設定。

A-1～ 3、 C-1～ 3、 E-1～ 3、 A-6～ 8、 C-6～ 8、 E-6～ 8、

A―H～ 13の計 7ト レンチの調査。いずれ も第 2層上面までで、C-1～ 3、

E-1～ 3、 A-11～ 13では、土師器片が出土。

昨 日に引き続き、A-1～ 3、 C-1～ 3、 E-1～ 3、 A-6～ 8の各 トレ

ンチの調査 を行 うほか、新たに、A-21～ 23、 26～ 28、 36～ 38、 46～ 48の 4ト

レンチを調査。A-6～ 8ト レンチでは、-150cm掘 り下げて第 9層 まで確認

し、出土遺物の多いA-36～38で は、第Ⅳ層上面までをサブ トレンチによつて

確認 した。

A-1～ 3、 11～ 13、 46～48の調査を続けるほか、A-56～ 58、 61～ 63、 66～

68の各 トレンチを新たに調査。本 日までの調査の結果、第 二層 (黒褐色土)は

北側ほど厚 くなってお り、遺跡の南北にあきらかな傾斜が認められた。

A-66～ 68の他に、A-71～ 73、 B～ E-73、 C-61～ 63、 66～68の 4つ の ト

レンチを調査。いずれも第 I層 が厚いためⅡ層上面までは至らず。出土遺物は

物になし。

A-61～ 63、 66～ 68、 C-61～ 63、 66～ 68の各 トレンチの調査を行 う。C-61

～63の 第Ⅱ層上面で礫群 らしきものを発見したほかは目立つ出土遺物なし。

C-21～ 23、 C-11～ 13、 C-36～ 38の各 トレンチの精査によって確認された

落ち込みをもとに拡張 し、それぞれ、第 1号住居址 (A～ D-21～24)、 第 2

号住居址 (A～ D-11～ 12)、 第 3号住居址 (C-36～ 38)と 命名。

1号、 2号住居址はプランを確認 し、遺構調査に入る。サブ トレンチにより床10月 14 日
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面及び壁 を確認。覆土は基本的には一層であ り、黒褐色で黄禍色粒子、スコリ

ア等を含有する。

10月 15日  1号住居址は南側で床面及び壁を追 う。土師器片多数出土。 3号住居址は引き

続 き拡張 とプラン確認の作業 を行 う。

10月 16日  A～ G-41～ 50地 区では、A～ E-43～ 45ト レンチを調査。 B-42に おいて集

石 を発見。

10月 18日  1号住居址は北東のカマ ド部分を残 して全面精査 を行 う。A～ G地区では、A

～ E-39～40を拡張。

10月 19日  1号住居址は引き続き精査を行い、 2号住居址では床面を確認。土師器・須恵

器の破片多数出土。本 日新たに、第 4・ 5・ 6号住居址 を確認、命名 して調査

に入る。 4号住居址は 2号住居址の西にあた り、 5・ 6号住居址はいずれ も3

号住居址の西側 。東側 を切 って構築 されている。 5・ 6号住居址は、床面・壁

及び、カマ ド等を確認。

10月 21日  1・ 2号住居址は精査 を行い、覆土の堆積状態等を確認する。 3号住居址は、

F-36～ 38ト レンチまで拡張 し、プランを確認。又、 ピットを6個検出する。

4号住居址は東側 を拡張 しつつ堀 り下げて、カマ ドを検出。

10月 22日  1・ 2号住居址ではセクション図の作成、写真撮影 を行ってベル トをはずす。

1号住居址では各 コーナーごとに 1個 ずつ、 2号住居址では 3個の柱穴を検出。

3号住居址はセクションベル トを設定 して、掘 り下げる。

10月 23日  1号住居址のエ レベーション図を作成 、写真撮影 し、カマ ドの調査 を行 う。

10月 24日  3号 住居址のプラン、床面の確認作業 を行 う。

10月 27日  2号 住居l■ のカマ ドの調査を行 う。同一個体 (甕)と 思われる土師器片が出土。

10月 28日  5号 住居址の床面を調査。覆土中で完形の杯が出土 。 6号住居址はセクシヨン

ベル トを設定 してサブ トレンチにより床面 と壁 を確認。この住居址の床面には

全域に渡って焼土が認められる。

10月 30日  1号 住居址はカマ ドを調査 し、ほぼ終了する。 6号住居址は床面の精査 と壁面

の確認 を行 う。完形 と思われる須恵器が出土。

11月 1 日 2号 住居址は床面精査の結果、 7本のビット検出。写真撮影、平面図作成 し、

ほぼ終了する。

11月 2 日 3・ 5。 6号住居址は、セクション図の作成後、ベル トをはず して、床面精査

を行 う。写真撮影、平面図の作成。

11月 3 日 3・ 5・ 6号住居址は、カマ ドを調査。 4号住居l■ はプランを確認、セクシヨ

ンベル トを設定 し掘 り下げる。
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11月 4日

11月 5日

11月 6日

11月 7日

11月 8日

11月 11'日

11月 14日

11月 15日

11月 16日

3・ 4・ 5号住居址は、写真撮影後、平面図、エ レベーション図を作成 し、ほ

ぼ終了する。

4号住居址は、セクションベル トを残 して床面の精査 を行 う。住居址中央部に

おいて集石 を検出。

4号住居址は、セクション図作 成後、セクションベル トを取 りはず し、床面の

精査 を行 う。

昨 日に引き続 き、 4号住居址の床面精査、周濤、ピット検出。床面より灰釉陶

器出土。

4号住居址はカマ ドを調査 し、ほば終了する。

ブル ドーザーでG～ H-36～ 42、 F～ H-42～ 48の第 I層 を削除 した後、第Ⅲ

層まで掘 り下げる。A～ H-41～48で ピット群 を確認、調査する。

前 日の雨のため遺構が確認 しにくくなったので、全体の清掃 とピット等の遺構

確認及び調査 を行 う。

ピットの検出、調査 し、平面図の作成 を平行 して行 う。又、集石 と礎石ふ うの

礫のエ レベーション図と平面図を作成する。

ピット詳 をすべて調査、実測。 ビットは計 136個検出された。本 日をもって調

査 を終了し、器材等の整理 を行 う。

彰
/

第 2図 堀之内原遺跡付近地形図

イ

ィ

Ｔ

Ｔ
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Ⅳ 発掘調査の

1.層 序 (第 4図 )

結果

堀之内原遺跡の基本土層は、ほぼ 5層 に分かれる。

第 二層 (表土層)……・遺跡の大半が桑園で、深耕のため表土の攪乱が著 しく、地点によって若

千の差異が認められる。これを、 Ia～ ICに区分 した。

第 Ia層  茶褐色 を呈 し、混在物、粘性は Ia層 と変 らないが、部分的にⅡa層 の土 をブ

ロック状に混在する。

第 Ib層  暗茶褐色を呈 し、混在物、粘性は Ia層 と変わらないが、部分的にⅡ a層 の土

をブロック状に混在する。

第 I Ctt A66～68ト レンチにのみ認められ、 Ib層 に比較 して、混在物が少なく、小礫

が多 くなる。

第Ⅱ層 (黒色土層)―・表土からの攪乱が本層にまで達 しているため、地点によりやは り若干の

差異が認められる。これをⅡa～ Ⅱ cに 区分 した。

第Ⅱa層 黒色 を呈 し、黄自色 と赤褐色粒子 を含有する。

第Ⅱb層 やや灰色がかった黒色 を呈 し混在物はⅡa層 と変わらないが、粘性は弱 く、 し

まりは悪い。

第Ⅱ C層 やや灰色がかった黒色 を呈する点は、Ⅱb層 と同 じであるが、第Ⅲ層の暗禍色

上のブロックを混在する。

第Ⅲ層 (暗褐色土層)…黄褐色粒 (ス コリア)を若

干含有し、全体的にザラザラしている。

第Ⅳ層 (黒禍色土層)…・′卜礫、赤色粒を含有し、粘

性強 く、しまりがよい。

第V層 (ソ フトローム)¨・1～ 2 mm大 の赤褐色スコ

リアを含有する。

本遺跡の遺構 (奈良・平安時代)の確認面は、第

Ⅲ層であった。

水糸 レベル
413η

lm

第 4図 堀之内原遺跡標準土層図
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2.遺構 と遺物

(1) 第 1号住居址と出土遺物

遺構 (第 5～ 7図 )

本住居址は、A-23・ 24、 B-22～ 24、 C-22～ 25、 D-23・ 24区 にかか り、第 2'ナ住居址

の北側、第 4号住居址の南側に位置する。

平面プランは、東西 5.5m、 南北 4。 4mの 隅丸方形 を呈 している。本住居址の主軸方位

は、N-18°一 Eである。立ち |二 が りは、ほぼ垂直を呈 し、壁高は、北壁カマ ド付近が 16 cn、

南壁 15 cm、 東壁 24 cm、 西壁 19 cmで ある。床面は、南西側から北東側にかけて緩 く傾斜 し

ているが、全体的に固 く踏み固められている。特に、カマ ド付近には粘土による貼 り床がみ Γ)

れる。柱穴は、 4本がそれぞれコーサーのほぼ対角線上に位置する。周濤は、カマ ド付近 を除

いて壁際を巡る。最大幅都は、24cm、 最深部は、床面よリー 9 cmで ある。カマ ドは、煙道都東

側の残存状態は良好であるが、西側はビットにより破壊されている。粘土をと体 として構成 さ

れてお り、煙道部東側に 2個の袖石が縦列 をなしている。焚田部及び煙道部からは焼土が認め

'ラ

れている。本付i居址の水糸 レベルの標高は、 418mで ある。 (平林 彰 )

^域
鞍姶¨域 の

第 5図  1号住居址平面図

第1幅 黒礎
"む解ぽ粛勇騨緞 線跳霧繁 )

第2騎 黍消色■硝(学 :と古極竜:こ葺さ
ふ 禁竜琶聟す与

｀

・ う
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遺 物 (第 8～ 9図 )

本住居址からは、土師器・須恵器 。鉄製‖1

等の遺物が、717点出土 した。この内訳は、

土師器の変形土器、口縁部 37点 、胴部 322

点、底都 13点。1不形土器 191点 、須恵器、

甕形土器 33点、郭形土器 9点 、蓋 1点 、鉄

製品 1点 であった。この内、実測できたもの

は、 15点 であった。

lTh形 土器 (1～ 6)

Al類 (1・ 3・ 6)

胴下半部に斜方向箆削 り整形が施 されてい

るもので、口唇部が尖形ないしは丸味を有す

る。内面には、花弁状=a種 (1)、 放射線状 =

b種(3)の 暗文を有する。色調、赤禍色胎土は

よく精選 された粒子のこまかいものである。

⑥

第 6図  第 1号住居llr平 面図 (掘 り方 )

―

＼
Ⅷ
”
¨
ヽ
Ｋ

ゴ

単位伽

長 魚,4驀 深 さ

Pェ  1 30
P9 11

P“ 10

P4
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よく精選された粒子のこまかいものである。

Bl類 (動

ロクロ横ナデ整形のみで、胴半部に箆削 り整形が施 されていないものである。内面に放射線状

暗文を有する。底部に糸切 り痕を残 している。色調は赤禍色。胎土は、よく精選 されて、粒子

のこまかいものである。

本住居址からは、墨書土器 (4～ 6)力 出ゝ土 している。 4は、側都、 5・ 6は、底部に施 さ

れている。

甕形土器 (7～ 11)

Al類 (7～ 11)

長胴の変形土器で、外面―縦方向、内面―横方向にハケロ整形が施 されている。口縁部は、

比較的薄い作 りで外反する。色調、暗禍色。胎土は、雲母、石英粒 を、含有 している。

須恵器 (12)

口縁部のみで、全貌は判明 しないが、口径

約 30 cal、 頸部は、くの字状に外反 し、口縁

部に続き、日唇部は、肥厚 している。

鉄製品 (第 13図 )

長 さ 12,7 clnの刀子状のものである。カマ

ド内より出土 した。

第 8図 第 1号住居址出土鉄製品

第 9図 第 1号住居址出土土器 (1)
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,砕4

屯が
'

3

10

第10図  第 1号住居址出土土器 (2)

第 1表 第 1号住居址出土土器一覧表

影 整形 (回線)           (隔 HE)              (底 部) 胎   土 備   考

外標          鴛 
ロク号績ナデ興号僣慢會え黙決暗文  鵞 な躍横ナデ 粒子細かい

坤 赤褐笹

外標
          織  

ロク

;横
ナデ

花弁状暗文       側 むヂ !横 チア
粒子細かい 坤 赤掲色

外標
    縄

ロク

;績
ナア

ヘラによる放射伏鰭文 禽 むり !横 ナテ
粒子細かい

坤 赤褐色 底部近 くの外

外標
    樹

ロク

;横
ナデ

.ョ 歯状暗文

卿  糸切 リベラ肖Iり
粒子細かい

土師器
卿 下半部ヘラ削 り           蠅 糸切リヘラ割 り

的 ロクロ横ナデ暗文         内 長
クロ横ナデ暗

蜘 赤褐色

卿 嶺ナ,      い ハケ縦

内 ハケ横      内 ハケ績 s香
・雲母

内 暗悟色

卿 機ナデ                          卿  ハヶ縦

内 半T条線―横ナテ                      内  半仕横条線 繁
・報

四 横ナデ      卿 ハケ縦

内  ′ヽケ横       い ハヶ積 暮著・雲母 赤褐色

内  ハケ棋       内 ハケ縞
g奢・雲母

内 ハケ積 繁
・螂 卵 偶色

木 ノ素底

-11-



(2) 第 2号住居址と出土遺物

遺構 (第 11～13図 )

本住居址は、A-8～ 11、 B-8～ 11、 C-8～ 11、 D-8～ m区にかか り、第 4号住居址

の東側、第 1号住居址の南側に位置する。

平面プランは、南北 5。 3m、 東西 5mの隅丸方形 を呈 している。本住居l■ の主軸方位は、

N-82° 一 Eで ある。立ち上が りはほぼ垂直を呈 し、壁高は、 2 0 cmで ある。床面は、 5～ 10

cm大 の礫を多く含む粘性の弱い赤色のロームであ り、南側は、厚 さ1～ 2 clnほ どの粘土による

貼 り床が認められる。柱穴は、 7本検出された。周濤は、カマ ドを除いて壁際を巡る。幅は、

12cln、 深さは、床面よリー 5 cmで ある。カマ ドは、東壁中央よ りやや南よりに位置する。かな

り攪乱されて保存状態はあまり良 くない。石組及び袖石は認められず、又、ブロック状に粘士

が認められただけで、カマ ドの形状は判明しなかった。焼土は、カマ ドの中央部に 5 cm程 の厚

さをもって検出された。本住居址の水糸 レベルの標高は、418mである。

(横 山典夫 )

第 2幅…黒褐色上層 (盛皇疑と馨懇
色粒子とスコナア及び若干の

も

第2′層…黒色土層 (ス コリアを含むやわらかい上層)一 携乱による

第 3層…黒褐色土層
爾

争与蔑皇&宅夢五麟 Tつ

第3′ 層… 3層 にカマ ドの結土及び焼土の混入したもの

第4層…晴褐缶十層(琴編争ぅ竜g筆?馨言ぅ無圭馨多憲
量に含む

)

簿巨I縮雛屋罷霧筵癌鑓催髄の肝捺が"ロ
ツク状

第11図 第 2号住居址平面図
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―⑬

第12図 第 2号住居址平面図 (堀 り方 )

遺物 (第14～ 15図 )

本住居址からは、373点 の遺物が出土 し

た。この内訳は、土師器、す示形土器 147点 、

皿形土器 1点 、甕形土器、口縁都 31点 、

胴部189点、底都 4点、鉄製品 1点 である。

この内、実測可能なものは、11点 であっ

た。

遺物は、大半が覆土中からのもので、 1

は、カマ ド南側床面上、10は 、周躊内より、

それぞれ出土 した。

郭形土器 (2～ 6)

A2類 (2・ 6)

胴下半部に斜方向箆削 り整形が施されて

いるもので、口縁部がやや玉縁状 を呈 して

黒色土層

粘土混入の黒色土層
赤色・ 黄色粒含有の褐色上鳳
焼土

粘土

焼土粒含有の黒色土層

(鰻
__◎  δ

単位cT2

長 径 短 径 深 さ

P

P2

P3

P4 6

P5

P6 4

7 4

―-13-

第 13図  第 2号住居址 カマ ド



いるものである。Al類に比べると、器高が低 く、日径が大きい。内面に、花弁状 (2)の 暗文

を有する。色調、赤禍色及び黄禍色、胎土は、良く精選されて粒子のこまかいものである。

A3類 (3)

胴下半部に斜方向箆削 り整形の施 されているもので、

内面に暗文の持たないものである。色調、赤褐色。胎

土は、粒子のこまかいものである。

B2類 (5)

ロクロ横ナデ整形のみで、胴下半部に箆削 り整形が

施 されていないもので、内面に暗文の持たないもので

ある。色調、赤褐色。胎土は、粒子のこまかいもので

ある。

皿形土器 (1)

Al類 (1)

胴下半部に回転箆削 り整形が施

― <=>

第 14図  2号住居址出土鉄製品

されているもので、胴部にくの字状の稜 を有する。色調、黄褐色。胎土は、粒子のこまかいも

のである。底部、内外面に「本」 という墨書が施 されている。

甕形土器 (7～ 10)

Al類 (8～ 10)

長胴の甕形土器で、外面―縦方向、内面―横方向にハケロ整形が施され、日縁部は、比較的

薄い作 りで外反 している。色調、茶褐色、赤褐色。胎土は、雲母、石英粒を含有する。

B類 (7)

小形で長胴の変形土器である。内面に横方向にハケロ整形が施 されている。色調、茶禍色。

胎土は、雲母、石英粒 を含有する。

須恵器・ 郭形土器 但)

完形品ではないため全貌は明らかでないが、日径約12.2 cm。 器形は、日縁都が内彎気味に

立ち上が り、日唇部で外反する。

鉄製品 t0

長 さ 9.4 clnの 鉄鏃状のものである。

第 2表 第 2号住居址出土土器一覧表

ガ　勧
瞬
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第 15図 第 2号住居址出土土器
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騨
機

口瑯躯  竃食舞

卿
　
』

母
韓

(3)第 3号住居址 と出土遺物

遺構 (第16～ 18図 )

本住居址は、B-37・ 38、 C-36～ 39、 D-36～39区 にかか り、南西都は 5号住居址に、北

東都は 6号住居址に、それぞれ切 られている。

第 16図 第 3号住居址平面図

-16-



平面プランは、南北 4.6m、 東西 3.5

mの隅丸方形 を呈する。本住居址の主軸は、

N-46° 一Wで ある。立ち上が りは、ほぼ重

直を呈 し、壁高は、東壁 50 cm、 西壁 30 cm

である。床面は、良 く踏み固められている。

柱穴は、 4本検出された。周滞は、検出され

なかった。カマ ドは、西壁中央よりやや北側

に位置 し、規模は、190 cm× 120 cmで 、粘土

によって構築されたものであった。本住居址の

の水糸 レベルの標高は、415mで ある。

(相 良雅男)

―r! 黒褐t■B
2 贈赤tB色土層
3 埼■プロック
4 暗秦褐色主E
5 暗赤褐色主層
6 携土者干炭イヒ世混入
■ 描主

l駕離
fLu混入する褐色■

1_暗褐饉 層
2 女泰悟色i層

第 17図  第 3号住居址 カマ ド

2m

第 18図  第 3号住居址平面図 (掘 り方)

単位例

長 径 短 径 深 さ

P

P2

P3

P4
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遺物 (第 19図 )

本住居址からは、 741点 の遺物が出土 した。この内訳は、土師器、杯形土器 142点 、甕形土

器、日縁部 79点、胴部 490点 、底部 27点。須恵器、杯形土器 2点、不明 1点 である。この

内、実測可能なものは、17点 である。

遺物は、大半が覆土中からのものであった。

郵形土器 (1～ 11)

Cl類 (1・ 2)

底径の大きい郭形土器で、ロクロ横ナデ整形が施 されている。 1は 、底部に静上糸切 り痕が、

2は、外面胴下部に回転箆削 り痕が、それぞれ認められる。 色調は、赤禍色及び、茶褐色。胎土

は、粒子の細かいものである。

C2類 (3)

内外面に横方向に箆磨きが施 されている底径の広いナ不形土器である。色調は、黄味を帯びた

茶褐色。胎土は、粒子のこまかいものである。

C3類 (4・ 5)

内面―横方向、外面一縦方向に、それぞれ箆磨きが施 されている底径の広いlTh形 土器である。

色調は、暗茶禍色。胎土は、粒子のこまかいものである。

C4類  (6・ 7)

内面―縦方向、外面―横方向に、それぞれ箆磨きが施 されている底径の広い杯形土器である。

色調は、赤禍色。胎土は、粒子のこまかいものである。

C5類 (8)

内面に縦位 (放射線状)に箆磨き (暗文)が施 されているものである。色調、赤褐色。胎土

は、粒子のこまかいものである。

C6類 (9。 10)

器外面胴下半に箆削 りが、内面に横方向に箆磨きが、それぞれ施 されている底径の広い杯形

土器である。色調は茶褐色及び、淡いはだ色 を呈 し、胎土は 1～ 2 mm大 の白色 、赤色、古代紫

色を呈する粒子を含有 し、器面がザラザラしている◇

C7類 に0

C6類 と同様に、色調は、淡いはだ色を呈 し、胎土は、古代紫色の粒子を多量に含有 し、器

面はザラザラしている。胴下半に箆削 りが施 されていない点 と、底部付近に、九味を有する点、

でC6類 とは異なるものと思われる。

甕形土器 (11～ 12)

A3類  t〕

外面に縦方向に箆削 りが施 されている長胴の甕形土器である。色調は、暗褐色。胎土は、石

-18-
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第 19図 第 3号住居址出土土器
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英粒 と雲母含有。

Cl類 lla

横ナデ整形が施 されている胴張 りの変形土器である。色調は、黄茶褐色。胎土は、石英粒、

雲母 を含有する。

C2類 住4

日縁部が、 「く」の字状に外反 した胴張 りの甕形土器である。器外面一櫛状工具によるかき

目整形後、箆磨きが、内面一櫛状工具によるかき目整形が、それぞれ施されている。口唇内面

に稜 を有する。色調は、黄茶禍色。胎土は、 l mm大の白色粒子含有 した粒子のこまかいもので

ある。

第 3表 第 3号住居址出土土器一覧表

種 類 器形

法   ■        (釘 ) 茎 形

胎 携 成 色   調 備 考

底  径 器  高 口 縁 嗣 部 底   部

土師器 郭

A.lgク ロ横ナデ

内  ″

ぱた鞘′
7uロ クロ横ナテ

粒子細かい 良好 赤褐色

土師器 外 傾

卵 ロクロ績ナデ

肉  ″

卿 ロクロナデ

的  ″
粒子細かい 良好 茶掲色 口縁部付近すす付着

土師器 外 額

卿 ロクロ績ナデ筋 向に噌文

い愚會〒笹煽地ほ郡
のヘラ 粒子細かい 良好 黄茶褐色

土師器 不 約21・ 5 外  傾

蜘 ロクロ横ナデ→機方向に暗文

的横方向に暗文状整形痕

粒子細かい 良好 赤褐色

土師器 外  傾

卸 ロクロ績ナデ

い積方向に暗文状整形痕

粒子細かい 真好 暗茶褐色

土師器 約 う。3 衛 7・ 6 外  傾

州ロクロ横ナア→ヘラ磨キ働

内   ″     ″  m

船ヘ ラ磨 キ

内二資;迭軍
~ 粒子細かい 良 好 赤褐色

土師器 郎 い外標
州Bそ長禁避影掻集霞口七班なテ

5組

内ロクロ積ナデキョ歯状暗文

粒子4mが い 赤掲色

上師器 外  額

州,ク ロ横ナデ

内  ″   放射状暗文

粒子細かい 赤褐色

土師器 直  立

外ロクロ横ナデ下部ヘテ肖Iり

内ロク。積ナデ ベラ磨キ艤

卿ヘラ削り

内ナデ

1印～2m大の砂粒

(白・ 赤)含有
良好 茶褐色

砂粒を含有しているため

器面が荒れている
堀之内原

"eの
イ

土師器

朔ロクロ猿ナデ底部付近ヘラ削り

ω     ″

卿ヘラ肖Jり

い 0ク ロナ,

石実粒 。小砂を合有
良好 淡いはだ色 堀之内原げ

"の
イ

土師器 郭 約12・ 1 外  傾

卿 ロクロ横ナデ

内  ″

かなりの不純物を含
む

良好 淡いはだ色 堀之内原眸 の不

土師器 約18・ 5

卿 ナデ績

内  ″
石英粒・雲母含有 良好 嗜褐色

土師器 約27・ 7 横ナデ 横ナデ 雲母・石薬合有 良 好 煮茶褐色

土師器 約34・ 4

力鯨
期
韓

門
　

約
坤  カキ目→ヘラ磨キ

い ハケ機

白色粒子 (1∬ の合有

粒子細かい
良好 黄茶褐色
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條)第 4号住居址 と出土遺物

遺構 (第20～ 22図 )

本住居址は、E-6～ 8、 F-6～ 8、 G-6～ 8区にかか り、第 2号住居址の西側に位置

する。

平面プランは、南北 5.5m、 東西 4.9mの 、西側にやや膨みのある方形 を呈する。

本住居址の主軸は、N-3° 一 Eである。立ち上が りは、ほば垂直を呈 し、壁高は南西部で

70cm、 北東部で 25 cmで ある。床面は、厚さ5 cmの黒色土が貼 られ、よく踏み固められ緻密で

堅固なものである。 ピットは、 6本検出され、柱穴は、コーサ部に 4本検出された。周濤は、

南壁 と東壁の一都及び、カマ ドを除いて巡っている。最大幅 40 cm、 最小幅 8 cm、 最深部 13cln

である。カマ ドは、北壁中央よりやや東側に位置する。規模は、 1。 3m× 1.5mで ある。

両側に 3個 の袖石 を配 し、それを芯に粘土が貼 られている。焚 口都は、70clll× 65cln、 深さ床面

より20cmの 掘 り方を有 し、焼土が厚さ 20 cm程 堆積 している。

住居址の中央都床面上に、 lm× lm程の広が りを有する集石が認められた◇これは、 5 cm

～30cm大 の礫 60個 によって形成 されたもので、集石内には、粘土ブロックも認められた。本

住居址の水糸 レベルの標高は 418mで ある。 (鈴木達仁 )

第 20図 第 4号住居址平面図

第 lB黄 掲色i輪
鋼 慾 と霧 9月写

粒子とお鶯 を含J、 島

第3層 茶褐色■
暗 芭吾注▼ゑぞ旱多て督3監書

白とないしは
,

第4層  暗泰穏色上 (泉
】ツ・

少 P■ い。比徴的きめ舶がでしまり
,

第6層  黄将色上 喰 曽
を多く含む。璧面がくすれたものと思わ

)

第0層 黒褐色■
喧 絶季を曽警掌歯

を子の白色・黄掲色・ 赤構
)

!_



，
②

II

第 21図 第 4号住居址平面図 (掘 り方 )

遺物 (第 23・ 24図 )

本住居l■からは、 871点 の遺物が出土 した。

この内訳は、土師器、甕形土器、口縁部72点 、

底部 13点、胴部 425点。 杯形土器、 290点

内.完形品 1点 、内面黒色 17点 、_須恵器、

甕形土器 48点、杯形土器 1点、壷形土器 3

点。灰釉陶器 1点 である。

遺物は、 1が、カマ ド内、18～19が、床面

上より、それぞれ出土 した。それ以外の遺物

は、覆土からのものであった。

杯形土器 (1～ 9)

A3類 (1)

胴下半部に斜方向箆削 り整形が施 されてい

るもので、内面に暗文 を持たないものである。

底部に「本」 と言 う墨書 が施 されている。色

調は、赤禍色。胎土は、粒子のこまかいもの

である。

5 雛哄を受けた地 〕

―

単位釦

長 径 短 径 深 さ

Pl

P2

P3
P4

P5
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Bl類 (3～ 6)

ロクロ横ナデ整形のみで、胴下半部に箆削 り整形が施 されていないもので、内面に花弁状に

暗文を有するものである。色調は、赤禍色、茶禍色。胎土は、粒子のこまかいものである。

Dl類  (2)

内面黒色の土器で、内面暗文を持たないものである。色調は、茶禍色。胎土は、粒子のこま

かいものである。

D2類 (7～ 9)

内面黒色の上器で、内面に、放射線状(7)十 らせん状 (8・ 9)の暗文を有するものである。色

調は、外面、赤禍色。胎土は、粒子のこまかいものである。

E類  住71

削 り出 し高台付のチ不形土器である。内面に、らせん状暗文を有する。

皿形土器 (10～ 15)

A類 (14・ 15)

胴下半部に回転箆削 り整形が施 されているもので、胴部に「く」の字状の稜 を有するもので

ある。色調は、赤褐色。胎土は、粒子のこまかいものである。

B類 (11・ 12・ 16)

胴下半部に斜方向箆削 り整形が施 されているものである。色調は、赤褐色。胎土は、粒子の

こまかいものである。

C類 (10・ 13)

ロクロ横ナデ整形が施 されているもので、日唇部は若干、玉縁状 を呈 している。色調は、赤

褐色。胎土は、粒子のこまかいものである。

甕形土器 (21～ 25)

A2類 (21～25)

長胴の篭形土器で、外面一縦方向、内面―横方向にハケロ整形が施 され、口縁部は、肥厚気

味で外反 している。色調は、赤褐色、暗茶褐色。胎土は、石英粒、雲母 を含有する。

須恵器 (18・ 20)

底部の破片のため、器形は不明であるが、壷形 を呈するものと思われる。

灰釉陶器 は9

底部の破片のため、器形は不明であるが、高台付の杯形土器であると思われる。

第 4表 第 4号住居址出土土器一覧表

ナンバー 種 類 器形 法量  (口 径)(底径)(器高) 整形  (口 縁)  (胴 部)      (底 部 ) 胎   土 焼 成 色  調 備考

Nは 1 土師器 杯 1争 Ocll Ⅲ O伽  Ⅲ O伽 外傾   僻 二久テ節ぢ
デ  卸 羞碧

1り 日剛

向   ″
     内 ロクロナデ

粒子細かい 赤褐色

Nt1 2 と師器 好 細 4・ 8cn
やや玉縁

頼 禽罠逢;禁
茸デ 粒子細かい 良好

卸茶褐色

内黒

一 あ
― ―



ぞ ♯‖Vr啄
3

10 cm

第 23図 第 4号住居址出土土器 (1)

15
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レ⌒
25

10 Cm

第 24図 第 4号住居址出土土器 (2)
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第 4表 第 4号住居址出土土器一覧表 (P23よ りつづ く)

No 3 土師器 杯 徹 2・ 7帥
卸 ロクロ横ナデ

外傾    向盈釜審岳義る
粒子細かい 良好 赤褐色

Nα 4 上師器 杯 組 7・ 6cn約 7,8伽  約 5。 1伽
デ
デ

ナ
ナ

横
横
＞

ロ
ロ
文

ク
ク
暗

州

内傾外 ロクロナデ 粒子細かい 良 好
卸茶褐色

向灰褐色

m5 と師器 不 血争6卵 頼  蝦垂晉鋏薪ヂ
向 ロクロ横サデ暗文⑩

粒子綱かヽ 良好 赤褐色

Nα 6 と師器 杯 細 4・ 2伽 外傾    仰7粂影凄,デ
(稜

向 ロクロ横ナガ聡走(花弁状)

粒子細かい 良好
卿 赤褐色

向 黒

Nは 7 と師器 不 絶 1・ 1伽
卵 ロクロ横ナデ

外傾
向   ″

粒子細かい 良 好
卿 赤褐色

内 黒

Nは 8 と師器 郭 細 4・ 4卵 約 7・ 2師  約 4・ 5伽 外傾
    禽岳畜:簿登

デ
粒子細かい 良好

卿 赤褐色

肉  黒

Nα 9 土師器 約 8・ 9師 外傾    卿撲4暑寧を
デ

向 ロクロ横ナデ^ヽ ラ嵐 暗文 )

粒子細かい 良好
仰 赤褐色

囚 黒

Nα 10 土師器 杯 7NJ13・ 7∽ 約6・ 6∽  約3・ 4釦
僻 ロクロ積ナデ  卿 ロクロ横ナデ

やや玉縁
内  ″    向  ″

粒子細かい 良好 赤褐色

Nα ll 土師器 郷 徹 2・ 3伽 約 5・ 0卵  約 2,9釦 外傾    卿
丹金民書急 τ

底部

内   ″
粒子細かい 良好 赤褐色

Nt112 生師器 皿 飢 3・ 2cn約 5・ 5帥  約 2・ 6m やや玉縁  卿 民多品琴
ナデ下部

蜘 ヘラ削 り

内   ″
粒子細かい 良好 赤褐色

と師器 皿 飢 3・ 5伽
仰 ロクロ横ナデ

やや玉縁
囚  ″

粒子細かい 良好

郷赤褐色

凸暗褐色

Nα 14 上師器 皿 飢 3・ 6釦
やや玉縁  卸 ロクロ横ナデ

外反    内   ″
粒子細かい 良好 赤褐色

Nα 15 L師器 前 3・ 8伽
卿 ロクロ横ナデ

やや外反
  肉 ロクロ横ナデヘラ嬢

粒子細かい 良好 赤褐

Nα 16 ヒ師器 皿 約 5・ Oω
蜘 底部近 く手持ちヘラ削 り

(内

粒子細かい 良 好 赤褐色

No17 と師器 珊卿訥
的8・ 8帥

卵 ロクロ横ナデ

内民多忌紹  削り出哺台 粒子細かい 良好 赤褐色

hlc18 紺 約 9・ 6師
仰 ロクロ横ナデ  総 ロクロ鱗 鱒

内       向  ″

石英細粒含

有
良 好

内 灰褐色

Nα 19 釉 細 2・ 5釘
卿 ロクロ横ナデ  卿

啓

口横ナズ 付信

(内 向

石英細粒黒

色細粒含有
良 好

灰褐色
(白味を
滞びる)

Nは 20
買恵器

繭
約 9・ 3ω

卸 ロクロ横ナデ 卵旨ЪF横
ナデ(付

肉 内

石英細粒黒

色細粒含有
良好 噸∝腕

NQ21 土師器 カ メ 飢 7・ 9伽
坤償ナデ  911ハケ縦

肉ハケ横  内 ハケ横

雲母

石英含有
良好

卿 暗褐色

碑

Nは 22 土師器 カ メ 骸 5・ 6伽
郷ナデ   卸 ハケ縦

内ハケ横  向 ヘラナ71B

雲母

石英粒含有
良好 絶

Nα 23 土師器 勺25・ 8卵
郷ナデ   卿 ヘラ縦

内 ″   い ハケ横

雲母
石英粒含有

良好 絶

NQ24 土師器 的32・ 0卿
州 ナデ   卵 ツヽケ練

内ハケロ  (内ハケ横

雲母
石英含有

良好 雑

Nα 25 土師器 カ メ 衛28・ 7伽
卿 ナデ   卿 ハケ縦

向 ハケ整形 内 ハケ横→ナデ

雲母

石英含有
良好 絶
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(5)第 5号住居址と出土遺物

遺構 (第 25～27図 )

本住居址は、D-36～ 38、 E-36～38.F-36～ 38区に位置 し、第 3号住居址の南西部を切

つて (3号住居址にかかる部分は、貼床が貼 られている。)構築されている。平面プランは、

北辺 3。 16m、 東辺 3.05m、 南辺 3.16m、 西部 2.9mの 、四隅にやや丸味を帯びる方形

を呈する。

本住居址の主軸方位は、N-46° 一Wで ある。立ち上が りは、ほぼ垂直を呈 し、北壁 36 cul、

東壁 45 cln、 南壁 48 cln、 西壁 49 clnの 壁高を有する。床面は、全体 として良好であ り、北東

部に向かって若干傾斜 している。東壁際中央部に焼土が、約 50cln× 80cmの 規模で広がってい

る。又、北壁際からカマ ド焚日部に渡 り、lClcm大～30cln大 の礫が数個、さらに、40cln大 の粘土

ブロック、15cln大 の焼土 ブロックが散在 している。

柱穴は、 1本検出。カマ ドは、粘土により構築されたものと思われる。規模は、110× 165911

第 1層 黒色土層 ど 雲をき磐ぞ乎

°
)

第 2層 騒穏色■層
(ぞ

肴念兵
gよ

ぅfgЭ

第 5層 騨 壁 層
(超 営子

路 はれれ

第 25図 第 5号住居址平面図
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『 ⑮

1 2生 _

第 26図 第 5号住居址平面図 (握 り方 )

程で、カマ ド内には、焚日付近に礫が 1個残

存 している。 (支脚 として用いたものであろ

うか。)焼土は、焚口付近で 12cln× 30 cmの

範囲に厚さ15cm程 堆積 している。さらに、焼

土は、10cm～ 18cm程 の厚 さで住居llL外 部に向

かって約40° の角度で延びている。これが煙

道 と思われる。焚口部掘 り込みは、床面より

約15cln程掘 り込まれている。本住居址の水糸

レベルの標高は、 415mで ある。(片山雅文 )

遺物 (第 28図 )

本住居址からは、 225点 の遺物が出土 した。

内訳は、土師器、rTh形 土器 8点、変形土器、

口縁部21点 、底部 3点、胴部 84点。須恵器、

邦形土器 1点。甕形土器、日縁部21点 、底部

3点、胴都84点 である。

遺物は、ほとんど覆土中からのものであっ

た。

|

|

土 層
1 焼土

2 粘土

3 黄色土

3′ 粘土郭 ブロック状層

4 黒色上層

4′ 黄褐色土層

ム
″

黒色ブロック状層

―-28-―

第 27図 第 5号住居址 カマ ド



郭形土器 (1)

B2類 (1)

ロクロ横ナデ整形が施 されているもので内面に放射線状の暗文 を有する。Bl類に比べて、

底径が広 く、又、底部が角張っている。器壁 も薄い。色調は、茶禍色。胎土は、粒子のこまか

いものである。

4形土器 (2・ 3)

Al類 (3)

長胴の甕形土器である。外面―縦方向、内面―横方向に、ハケロ整形が施 されている。口縁

部は、比較的薄い作 りで外反 している。色調は、暗茶褐色。胎土は、雲母、石英粒含有。

A4類 (2)

長胴の変形土器である。日縁部は、肥厚気味に外反 している。色調は、淡いはだ色。胎土は、

古代紫色の小砂粒 を多量に含有 し、器面がザラザラしている。

10 cm

第 28図  第 5号住居址出土土器

第 5号 住居址出土土器一覧表

蓮 類 器形 法量 (口 径X底径)(器 高) 整形 (口 縁)(胴部)      (底 部) 胎 土 焼 成 色 調 備 考

土師器 孫 10・ 5釦 6・ 3ω 4・ 5o 外傾

   禽
ξぞ:ξ

::手 毒言
科 ]死 ::ラ

粒子細かい 良好

抑褒冤詈扇爵
いる

い黄茶褐色

N02 土師器 約 19・ 5ω
州横ナデ

対 ″

小砂粒含有
(1閥大のも

含む
良好 はだ色

堀之内原脅

亜 3 土師器 約 14・ O cll

卵 ナデ  卯 ハヶ

内 ハケ  いハヶ(櫛状)

雲母石英含有 良好 暗茶褐色

(6)第 6号住居址と出土遺物

遺構 (第 29～ 31図 )

本住居址は、A-36～ 38、 B-36～ 38区 に位置 し、第 3号住居址 を切 って構築 されている。

平面プランは、北辺 2.4m、 南辺 2,7m、 東辺 3.6m、  西辺 4.05mの 不正方形 を呈

する。本住居llLの 主軸方位は、N-59° 一Wで ある。立ち上が りは、ほぼ垂直に近い角度で立

ち上が り、北壁54cm、 南壁47cm、 東壁4Clcm、 西壁43cmの 壁高 を有する。床面は、南壁際を除い

て、固 くしまっている。床面全体に渡 り炭火物、焼土ブロック、炭化材が認められた。

カマ ドは、かな り破壊されて、保存状態は良くないが、石組 カマ ドで、 1.18m× 1。 15mの

―-29-



P｀
判 どぐ罠。

韓
〔

＼

は

R        I.11 2m    !

第 29図 第 6号住居址平面図

第 2層 嗜将色と層 (赤・ 賣0粒子含む)

第 3層  墨褐色■層 (3「垢七汚 注多そ
色派、赤・ 資色粒子含

)

t tt I

第 30図 第 6号住居址平面図 (掘 り方)
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規模を有 し、北側 3個、南側 1個 の袖石 と、

天丼石が残存 している。焼土は、捷口部で約

5 cm程堆積 してお り、その範囲は、50cm× 35

cmで ある。焚口掘 り込みは、床面よリー12cm

で、焼土下には、炭化物混 じりの茶禍色土が

堆積 している。 カマ ド内 よ り、土師器の甕

形土器半個体分が潰れた状態で出上 した。本

住居址の水糸 レベルの標高は、 415mである。

(工藤信一郎 )

遺物 (第 32図 )

本住居址からは、94点 の遺物が出土 した。

内訳は、土師器一不形土器 7点、高妬形土器

1点 、甕形土器、日縁都 6点、胴都72点 、底

都 3点 。須恵器―高台付のlTh形 土器 2点、姿

形土器 3点である。

遺物は、 1が、床面上、 6が、カマ ド内、

よりそれぞれ出土。それ以外は、覆土内から

のものであった。

lTh形 土器 (3)

B2類 (3)

10.白 色・黄色粒混りの褐色土層
‖.炭化物をプロック状に含有した焼土層
12.焼土粘を多量に含有 した土層

I n

―

|

土  層

1 黒褐色土層
2 明褐色土層
3 焼土肩
4 暗茶褐色土層
5 焼土粒混りの褐缶+層
6 粘土混りの焼土
7 焼土混りの茶褐色土層
8 粘土層
9 黒色土層

第 31図 第 6号住居址 カマ ド

ロクロ横ナデ整形が施 され、内面に暗文の持たないものである。色調、茶褐色。胎土は、粒

子のこまかいものである。

ー

第 32 図 第 6号住居址出土土器
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高部形土器 (5)

脚部の破片で、脚部外面に縦位に箆磨きが施 されている。色調、茶褐色。胎土、白色粒子含

有。

甕形土器 (4・ 6)

A5類 に)

長胴の甕形土器で、外面―縦方向、内面―口縁部に横方向に、それぞれハケロ整形が施 され

ている。内面胴都は、横ナデによる整形が施 されている。

C3類 (6)

胴張 りの甕形土器で、外面一横方向、斜方向に箆ナデ整形が、内面一ハケロ整形が、横方向

に施 されている。色調、淡いはだ色。胎土、 1～ 2 mm大 の赤色、古代紫色の砂粒 をかな り含有      `
している。

須恵器 (1・ 2)

高台付のlTh形 土器である。高台部は、付高台による。色調、灰褐色。胎土、白色粒子含有。

第 6表 第 6号住居址出土土器一覧表

種 類 器形 法量  (口径)(底径)(器高 整形 (口 縁) (胴 部)      (底 部) 胎 土 焼成 色  調 備   考

Na l 須認
台

不

高

付
12・ 8卿  8・ 5cn 3・ 5卿

仰 ロクロ横ナデ   仰 ロクロナデ瞼
外傾

内 肉
白色粒子含有 良 好 灰褐色

h2 須恵器
台
不

高

付
9。 3 cII

仰 ロクロ横ナデ   卵糸切り(付高台)

内   ″      内 ロクロ水びき痕
白色粒子含有 良好 灰褐色

h3 土師器 杯 13・ 6 cB 外傾   
仰 ロクロ横ナデ

内  ″
粒子細かい 良好 茶褐色

h4 土師器 襲 21,4 cn
辮横ナデ 蜘 ハヶ縦

内ハケ績 閃横ナデ
雲母石英台有 良好 暗褐色

土師器 高イ

EIL4卿 ロクロ横ナデ 脚部卯 ヘラ削り

肉   ″     内 ロクロ横ナデ
白色粒子含有 良好 茶褐色

1∞大のス
コリア含有

(1粒 )

NI1 6 土師器 襲 ?6・ 8cn 10。 9cE 2?,7師
卵賛す遷半

底鮒近

肉箆ナデ

2～ 3嗣大の

古代紫を呈す
る粒子含有

良好 古代紫 木ノ葉底

(7)ピ ッ ト群 と出土遺物

遺構 (第 33図 )

A～ H-41～ 48区 、第Ⅲ層上面において検出したピットは、総数 136を 数える。

この内、日径は、30～40cmの ものが全体の36%で最 も多く、次いで45～ 60clnが 33%、 60～ 70

clnが 21%、 90cm以 上 が 5%、 75～∞側 が4%、 15～30cmが 1%で ある◇深さは、30～ 45clllが 全

体の36%で最 も多く、次いで45～60甑 が34%、 60clm以上が19%、 15～ 30clnが11%である。断面

の形状は、台形 をさかさにした形 となるものが全体の58%と 最も多く、次いで円筒形 となるも

-32-



の
⑬◎

鵞洋6   

③
ダ
③
 l⑥⑥

⑬
se2

ハ

忌零⌒ο静ぎ欝
⑩④

??Φ  ⑬AFsd
⊆ご

Vら ◎ q⑥否I@ ∨

)◎

V%

◎ 豹諮
°

、 ◎

^

◎   ◎  |
-

◎
◎亀

ク ⑧
 ρ0

◎ ◎

壁

  , CQ

I@__

⊆
 7 《

◎
⑮ △であrr

嫁ぎ瀞沙
◎歴 ⑨

③

◎ Ь、
②虫 /

6号住層址

…
…

第 33図  ピッ ト群の全体図
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のが30%で、この両方を合わせると88%と 、大半を占める。又、断面が三段構造 を呈するもの

が全体の 4%程認められた。

平均 してみるならば、口径は30～ 60cm、 深さ30～ 60clm、 断面の形状は、台形 もしくは円筒形

と、ある程度の統一性が看取 され、配列から掘立柱建築遺構の存在が想起されるが、配列及び、

組合せが、重複 しているためか具体的想定は困難である。

出土遺物は、第Ⅲ層上面にて散発的に打製石斧等石器が 6点出土 したのみで、直接にビット

群に伴 うものは認められなかったが、これの構築の時期は、配 136p i tが 3号住居址のカマ

ドを切 り込んでいる点から考えてみて、 3号住居址以後のものと思われる。 (喜 多圭介 )

遺物 (第 34図 )

直接にピット群に伴 うものは、上記のとお り認められたかつたが、pitが 検出された同地

区Ⅲ層中にて 7点の石器類が認められた。これは以下表に掲げたとお りである。

第 7表 表採・ ピット群出土の石器一覧表

No 石 質 ―  (タ テXヨ コ)師 器 形 名 内 容 備   考

1 安山岩 14・ O X 12・ 0 不   明

器面は、打製による簿I十 離技法によって形状を
整えている

°
先端は刃部と想定され、基部よ

り広がって機形を呈する。刃部は細部加工に
よって調整され、ゆるやかな曲線を呈してい

る。断面は、やや厚く扁平である。

第 1拡 (D―

1)内覆土

2 砂 岩 19。 2X7。 9 打製石斧 薪F量蔀釈署桶素系課贅翠干橘素ふ百万曇ふ
短く、丸みを帯びて広がっている。材質は脆
く剥がれやすい状態を呈している。

第Ⅲ層上面

3 硬砂岩 13・ 7X9・ 5 不  明

器面は大きく打壊する1約離によって形状を整
え刃部が鋭利である他は、縁辺を直角に剥離
して山の背状を呈している。胴部から刃部に
かけて深い快りを入れている。断面は扁平で
刃先は鋭角を呈している。

第Ⅲ層上面

4 砂 岩 22・ 3X10・ 5 不  明

基部に大きな快込みの制離を呈し、縦長の胴
部から刃先を尖す、刃部へと器形を整え鋭刑
にした刃部の他は鈍い角度の縁辺を呈する。
器厚があり断面は扁平である。

第Ⅲ層上面

5 硬砂岩 9。 lX 8・ 5 不  明

器面は大きく打壊する剣離によって形状を整
え、一端を刃先に、反対の縁辺を山の背にし
ている。刃部は両面の縁辺から鋭利に細部加
工を施している。刃部は快りが施されている(

断面は扁平である。材質は脆く剥がれや匁、

第Ⅲ層上面

粘板岩 5・ 2× 7・ 9 不  明

器面は打製による調整1知離によって、形状を
整えており刃先を鋭利にした縁辺を一端に施
し、反対の縁辺を山の背状にしている。
断面はやや扁平である。

第Ⅲ層上面

砂 岩 7・ OX 5。 1 不   明

器面は打製による調留知離によって形状を整
えており、刃部を鋭利にした縁辺を一端に施
し、反対の縁辺を山の背状にしている。刃部
はほぼ直線的である。断面はやや扁平であ乱

第Ⅲ層上面

安山岩 8・ 9× 5・ 5 打製石斧
形状は方形を呈し、細部加工が刃部および側
縁を一周している。器厚はやや厚く、基部を
欠損している。

表   採
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第 34図 表採・ ピット群出上の石器
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(3)ト レンチ出土の遺拘

縄文時代の遺物 (第 35～ 36図 )

本遺跡において、 トレンチ及び、土師期の住居址から出土 した縄文土器片の内、図版化でき

たのは 12片であった。

この内、 1は東海系の早期末に、 2は諸磯 b式に、 3は諸磯 c式に、それぞれ比定できよう。

4、 5は 中期初頭の五領 ヶ台式に、 6は、同期中葉藤内式に、 7～ 9は後期初頭の堀之内 I式

に、10は 、同期末の曾谷式に比定されるかと思われる。11、 12は 、所謂晩期初頭の東海地方の

清水天王山式に比定できよう。

以上、本遺跡出上の縄文式土器について述べたが、全体的に、表面採集及び、土師期の遺構

の覆土中よ り出土 したものが多 く、ロー リングを受け器面が荒れている。11、 12は 、配石 (C

-61～ 63ト レンチ内)に伴って出土 した。本遺跡約 l km南方に同時期の遺物 を多量に出土 して

いる中谷遺跡 (昭和 54年度調査、報告書未刊)が あ り、本遺跡 との関係が注目される。

(谷 口 栄 )

第 8表  トレンチ出土の縄文式土器一覧表

血 都  位 施文具 文   様 胎 土 焼 成 時 期 出 土 地 点

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

口縁 部

胴  部

口縁 部

胴  都

部
　
都

顎
　
胴

棒状施文具

半 裁 竹 管

RRL

半 載 竹 管
へら状施文具

棒 状 施 文 具
へら状施文具

棒 状 施 文 具

棒 状 施 文 具

LR.棒状施
文具

棒 状 施 文 具

LRR

斜 交 沈 線 文

斜 行 縄 文

条線十結節浮

線文+ボ タン状貼付文

結 節 縄 文

沈  線  文

沈線文十格子状沈
線文

沈  線  文

隆  帯  文
(刻み入 り)

沈  線  文

磨 消 し縄 文

入  組  文

郷 良 好 早期末

前期諸
磯 b式
前期諸
磯 c式

中期初頭
五領ヶ台式

愛

|期中葉
藤内式

期初頭
堀之内式

後期末
曾谷式

晩期初畷
清水天王山J

表 面 採 集

3号 住 居 址 覆 土

2号住 居 址 覆 土

表 面 採 集

3号 住 居址 覆 土

2号住 居 址 覆 土

C-61～ 63ト レンチ

3号住 居 址 覆 土

A-71-73ト レンチ

C-61～ 63ト レンチ

トレンチ及び土師期の住居址 より出土した石器は、あわせて 9点 であった。これ らのうち、

配 1～ 8は縄文時代のものと思われるが、醜 9の石器については、第 4号住居址の床面直上か

ら出土 してお り、縄方時代のものとは形態にも差異が認められるので、住居址に伴 うものと推

定している。
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第 35図  トレンチ出土の縄文式土器

第 9表 住居址 。トレンチ出土及び表採の石器

NIo 石  質 醐  (タ テXヨ コ)働 器  形  名 内 備   考

1 安山岩 8。 9X5'5 打 製 石 斧 絆 瀧 ξ牌 埼 障憲峰冒で翠製
していると考えられる。

表   採

粘板岩 12・ 2X5。 2 打 製 石 斧 著r堡森髯花冠堪送幕ぢ霧l｀梨警協島轟吾語盈?彗τ[
ない。

3号住居址

粘板岩 8。 3X7・ 1 打 製 石 斧 箪替伝瓢髭岳忌liょ吾習ら忍手?扉書急各撮鴬翠を皇七
崩れやすい。

3号住居址

粘板岩 16・ 4× 6・ 2 打 製 石 斧
形状は方形を呈し、調整剤離によって側面部が整えられ
ている。崩れやすく剰離面ははっきりしない。

3号住居址

5 安山岩 17・ 3X9・ 8 打 製 石 斧 監番鐘覚9乳£識、
」
篤最ヒ業語昂錦属全身ミ皇豊称磐琵

されている。

A41～ 42

トレンチ

6 安山岩 10・ 4X7・ 8 磨 石
形状は楕円形を呈し、断面はやや扁平を呈する。擦痕の

方向などははっきりしない。

A36-38
トレンチ

7 安山岩 9・ 7X8・ 0 磨 石 者捨筆萄賜著室予とと蒸暑伝二鼻を父患乾慇腑 ぇ筆5号住居址

8 黒濯石 4。 4X l・ 6 スクレイパー 髯埜伝緊霊孫頑ち秀五F響鷲F生肇彪穫用藩を薯法誓F 2号住居址

9 花商岩 29。  lX 4 。 4 不 明 彰塗堂琴参Fと秀島桑薔柁習警覆胃覆熟癌キ尚整雲伝9
れた。先端部は鋭禾uに仕上げてある。

4号住居址
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第 37図 堀之内原遺跡出土土器編年表

第Ⅳ期
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V 発掘調査のまとめと若千の考察

1.住居tlLに ついて

今回の堀之内原遺跡の調査は、幅10m、 長 さ 180mの範囲に限定されたものであるため、集

落の様相 を把握するまでには至 らなかったが、竪穴住居址 6軒及び、ビット群を検出 した。そ

の内訳は、真間期 1、 国分期 5である。 ピット群については、掘立柱遺構の重複 したものと思

われ、時期は不明である。

真聞期の竪穴住居址 としては、第 3号住居址が、国分期の第 5号・ 6号住居址にそれぞれ切

られて検出された。

国分期のものは、第 1号 、 2号、 4号、 5号、 6号住居址の 5軒 である。

第 10表  堀之内原遺跡住居址一覧表

住居址 番号 規 模 プ ラ ン 主 軸 方 向 時 期 備 考

第 1号住居址 (南北)4・ 4れ
(東西)5・ 5“ 隅 丸 方 形 N-18° 一E 四   分

(堀之内原第Ⅳ期)
周溝有り。カマドー北

第2号住居址 (南北)5・ 3れ
(東西)5・ 0“ 隅 丸 方 形 N-829-E 圏  分

(掘之 内原第Ⅲ期 )
周湾有り・ カマドー東

第 3号住居ちL (南北)4・ 6れ
(東西)3・ 5“ 隅 丸 方 形 N-46。一W 具  間

(堀之 内原第 I期 ,
カマ ドー北西

第 4号住居址 (雨北)5・ 5れ
(東西)4。 9れ 方   形 N-3°一E 国  分

(堀之 内原第Ⅲ期 )

プランー西側に膨み
周溝有り・ カマドー北

第 5号住居41
(南北)3・ 05れ
(東西)3・ 16れ 方   形 N-46°一W 四   分

(堀之内原第Ⅱ期)
カマ ドー北西

第 6号住居址
(北)2,4π (爾 )2・ 7“
(東 )3・ 6卵 (西 )4・ 05れ (不正)方形 N-59°一W 圏  分

(堀之 内原第 Ⅱ期 )
カマ ドー北西

2.堀之内原遺跡出土の上師器について

(1)編年的位置付けについて

今回の調査によって検出された 6軒の住居址から出土 した土師器は、以下に述べる4期 に区

分されるものと思われる。

第 I期 は、第 3号住居址のものがそれにあたる。その内容は、底径の大きな郭、外面箆削 り

の施 された長胴甕、すデによる整形が施 された胴張 り甕 、及び、日縁部が 「く」の字に外反

し口唇部内面に稜 を有するもので、胴外面には櫛歯状施文具によるかき目整形の後箆磨 きが施

された胴張 り甕で、構成 されている。

第Ⅱ期は、第 5号住居址 。第 6号住居址のもので、口唇部先端が尖 り底径は大きく内面に放

射線状の暗文 を有するlTN、 外面箆削 りの施 された長胴甕、日縁部が薄手で「く」の字状に外反

し外面は縦 。内面は横方向にハケロ整形が施 された長胴甕、すデ整形が施 された甕、小形で外

面縦 。内面横方向にハケロ整形が施 された甕 、で構成 されている。又、第 6号住居址からは高

士小の脚部 と高台付須恵器が出上 している。

第Ⅲ期は、第 1号住居址 。第 2号住居址のもので、外面に斜めの箆削 り整形 が施 され 、内
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面に暗文 を有 し口唇部は丸味を帯び、或いは尖る杯、内面に一条のくびれを有 し底部は横に回転

箆削 りが施 された皿、外面縦方向・ 内面横方向にハケロ整形が施 され薄手の日縁部が「く」の字

状に外反 している甕、直立する口縁部がやや肥厚 した小形の甕、によって構成 されている。

第Ⅳ期は第 4号住居址のもので、日唇部が九味を帯び底径は縮小されたITh、 九味を帯びた口

縁都が一部玉縁状 を呈 し内面に放射線状 。らせん状の暗文 を有する内面黒色の邦、同様に口唇

部が丸く一部玉縁状 を呈 し胴部は「く」の字状に屈曲した皿 (外面に斜めの箆削 りが施 された

ものも認められる)、 日縁部が肥厚化 し外面は縦方向、内面は横方向にハケロ整形の施 された長

胴甕で構成 されている。またそのほかに、高台付の杯や灰釉陶器 を伴っている。

以上 4期 に区分 して概要を述べて来たが、次にこれらの編年的位置付けを考えてみたい。

山梨県の土師器の編年研究は、末木健・坂本美夫両氏によって、前者は北巨摩郡下を中心に、

後者は東八代郡下 を中心に、それぞれ精力的に進められている。その中で坂本は奈良期の土師

器 を2期 に、平安期のそれを7期に分類
(1)し

、末木は平安期の土師器 を5期 (2)に
分類 している。

これ らを基本に、 4期 に分類 された堀之内原遺跡出土の土師器の編年的位置付けを試みた。

第 I期 は、底径の大きな盤状の杯を有する点に特徴がある。 これは底部が完全な平底を呈 し、

静止糸切後箆削 りしたものも認められることから、坂本の晩期 1-2式 (3)に
並行するものと思

われる。 しかし、堀之内原遺跡第 二期の年には外面縦横の箆磨 き、内面に横・斜め・放射線状

の箆磨きが施 されたものが存在 し、これは晩期 1-2式 として取 り上げられている杯の中には

認められない。その点では、末木の第 I期 とした大豆生田遺跡第 4号住居址
樫)出

土の、外面に

横方向の箆磨き、内面は横ナデ後放射線状暗文を施 した14hに 類似 している。従 って、堀之内原

遺跡第 I期 は、坂本の晩期 1-2式 並行か、又はそれよりも若千新 しい段階に位置付けられる

ものと考えておきたい。

第Ⅱ期は、口唇部先端が尖り底径は大きく内面に放射線状の暗文を有する郭が認められ、これ

は上平出 1号住居址
(引 のlTNに 類似 してお り、甕 も、ハケロ整形が施 された長胴変が存在するこ

とから、上平出 1号住居址段階に並行するものと考えておきたい。

第Ⅲ期は、ナ下が、口唇都先端に丸味を帯びて外面に斜めの箆剖 りが施 されるようにな り、内

面の暗文 も放射線状から花弁状 を呈するようになる。皿 も登場 し、甕は、外面は縦、内面は横

にハケロ整形が施 された長胴甕が主体 となる。その口唇部は薄手である。これ らは両 ノ木神社

前遺跡第 5号住居址
(ω

段階に並行するものと思われる。

第Ⅳ期の特徴は、内面黒色土器の登場である。これ らは内面に放射線状及びらせん状の暗文

を有する。又、削出高台付のrThも 出現する。皿は胴部が屈曲し、外面に箆削 りの施 されたもの

も認められ、甕は日縁部が肥厚化 し、外面は縦・内面は横方向にハケロ整形の施 されたもので

占められ る。さらにこの時期は灰釉陶器を伴っている。これ らは上平出遺跡第 4号住居址
(7)。

勝沼バイパス杭配 313地 点第 6号住居址
(9段

階に並行するものと思われる。
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註

註

註

(1)坂本美夫 。1975。 「山梨県に於ける晩期土師式土器編年試論」『 甲斐考古』12-2

(2)末木 健 。1976.「 中都地方の平安時代土師式土器編年の諸問題」『山梨県中央

道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書―須玉町地内』 山梨県教育委員会

(3)註  (1)に 同 じ

(4)註  (2)|こ 同 じ

(5)末木 健・ 1975.『 山梨県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書一小渕沢町地

内』 山梨県教育委員会

(6)註  (1)に 同 じ

(7)註 (5)に 同 じ

(8)坂本美夫他 。1974・ 『勝沼バイパス道路建設に伴なう一古代甲斐国の考古学調査』

山梨県教育委員会

(2)地域的特色について

第 6号住居址 カマ ド内よ り潰れた状態で出土 した胴張 り甕 (第32図 , 6)は、胎土に古代紫

を呈 した 2～ 3 mm大 の粒子 ど多量に含有し、全体の色調が淡いはだ色及び古代紫 を呈するもの

で、他の土師器、 とりわけ甲斐型のナ不・甕 と比較 して、胎土・色調の点で著 しく異なることが

看取された。そこで、これがこの土器だけの特徴であるのか、それ とも、量的にも時間的にも

ある程度のまとま りを有する一群の土器であるのか、検討するために、各住居址の出土遺物か

ら色調 。胎土に同様の特徴のある土器の抽出を試みた。その結果、第 I期～第Ⅲ期までの時期

に渡って、また、lTh。 長胴甕 。胴張 り甕 という各器形においてもその存在が認められた。以下

各時期ごとにこれ らの上器群 (今 、仮 りに堀之内原 type と呼ぶことにする)の内容、及び

その量的変遷 を概観 してみたい。

第 I期 では、第 3号住居址出土のナ小形土器C6類、C7類 がこれに類するものである。C6
類は、Cl～ C5類 のイ と同様に底径の大きな盤状の郭であるが、外面に箆削 りが施 されてい

る。C7類は、小形で胴部がやや彎曲している。実測は出来なかったが、胴部箆削 りが施 され

た長胴甕、すデ整形による胴張 り甕が認められる。郭・甕いずれ も厚手である。これ らの土器

群の占める割合は、薄手で赤味を帯びたITN(所謂甲斐型のイに共通する胎土 を有するもの)

138点 、堀之内原 type のITN 4点 である。次に甕では、薄手で、胎土に雲母・石英 を含有 し、

内外面にハケロ整形の施 された長胴甕 (所謂甲斐型の変と同系列のもの)37点 、甕形土器A3類
に属するもの一―胎土に石英・砂粒 を含有 し、褐色 を呈する胴部に箆削 りが施された長胴甕36

点、胎土に砂粒 を含有 し、色調が赤味を帯び、すデ整形が施 された長胴甕 123点 、堀之内原 t‐

ypeの 長胴甕 138点 。甕形土器 Cl類に属するもの一一色調が黄茶褐色 を呈 し、横ナデ整形

が施 された胴張 り甕 128点。同C2類に属するもの一一 口縁部が 「くJの字状に外反 し、口唇

内面に稜 を有する胴張 り甕 123点 である。

註

　

註

註

註

註
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第Ⅱ期では、堀之内原 type に属する郭は認められず、第 5号住居址甕形土器A4類 の長

胴甕、第 6号住居址奏形土器C3類 の胴張 り甕が、これに類するものである。これらの占める

害1合は、第 5号住居址では、甲斐型の甕 86点 に紺 し掘之内原 type の変 22点、第 3号住

居llLC 2類 の胴張 り甕 と同系列のもの 5点 である。第 6号住居址では、甲斐型の甕 25点、堀

之内原 type の胴張 り甕 23点、同長胴甕 18点 、C2類 に属する胴張 り甕 15点 である。

第Ⅲ期では、実測できなかったが、わずかに胴張 り甕が認められた。これが占める割合は、

第 1号住居址では、甲斐型の甕 368点 に対 し4点、第 2号住居址では、甲斐型の甕 213点 に対

し11点 である。

第Ⅳ期では、堀之内原 type の土器は全 く認められなかった。

以上、堀之内原 type と仮称 した土器群について、各期に渡って概観 した結果、本遺跡に

おいて、第 I期 ではlTh。 長胴甕・胴張 り甕、第 Ⅱ期 では長胴甕・胴張 り甕、第Ⅲ期 では胴

張 り甕がそれぞれ認 め られ、ある程度の時間的広が りと量的なまとまりを持つことが明らか

になった。 しかし、この堀之内原 typeの 土器群が出土遺物中に占める割合をパーセンテー

ジで示すと、第 I期 では杯が 3%、 甕 23%、 第Ⅱ期では (甕 のみ)、 第 5号住居址で20%、

第 6号住居址 で28%、 第Ⅲ期 (甕のみ)で は第 1号住居址 1%、 第 2号住居址 5%、 といつた

程度で、各時期において主体的な存在ではなく、むしろ他の上器 (甲 斐型の杯 。甕)を補完す

るような存在 と思われる。 とは言え、この堀之内原 type の土器群は、平安期以降に頭著な

位置付けがなされている 「甲斐型」の杯 と甕 とはその色調・胎土・整形において明らかに別個

のものとして認識すべきものと思われる。

そこで、これ ら一群の土器 を (こ れまで仮称 してきたように)「堀之内原 type 」 と呼ぶ

ことを、改めて提唱 し、その内容的な問題提起 を図 りたいと思 うのである。現在までのところ、

断片的ではあるが、山梨県東部においてこれら堀之内原 type の土器が認められている遺跡

は、10ヶ 所 を数える攣
)今

後、調査が進むにつれてその数は増えるものと思われる。筆者は、こ

の堀之内原 type の土器群 を当地域におけるローカルな存在 として理解 ど、甲斐国内におけ

る都留郡の地域的特質の解明に向けての有望な突破口として位置付けたいと考えている。

尚、この堀之内原 type の土器群の発生及び消滅の歴史的内容については、別の機会に述

べたいと思 う。

註 (1)堀内 真 ・都留考古学会第 14回学習会発表要旨によ

註 (2)こ のような意味では「都留郡型」 という名称ののほう

現在までのところ、当地域における調査事例は少なく

べて議論できるものか否か確証を得るに至っていない

之内原遺跡において最初に確認された属性 として、 「

名称に留めてお くことにする。

る。

がよ り適切 と思われ るが、

、都留郡全域 にまでお しな

。そ こで、 とりあえず、堀

堀之内原 type 」 とい う
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お わ り に

今回、堀之内原遺跡の発掘調査によって、奈良・平安時代の竪穴住居址 6軒、および堀立柱

遺構を検出し、当時の生活の様相を探る上で貴重な資料を得た。また、各住居址から出土した

遺物、特に土師器は、当地域における編年表作成に向けての第 1歩 を踏み出すことを可能にし、

中でも、甲斐型の杯・甕 とは胎土 。色調・整形を異にする一群の上器が発見されて、地域的特

色も明らかに見受けられた。「堀之内原 type」 と命名 したこの上器群については、今後な

お一層検討を加える余地を残すものの、当地域におけるローカルなものであり、主体的に存在

するのではなく、他の土器 (甲斐型の杯・甕)を補完するような存在 と考えられる。この上器

群の発生および消滅についての歴史的内容の解明は今後の課題である。先学諸氏の御批判・御

教授を願 う。

最後に、調査に参加された地元小形山地区老人クラブ及び婦大会の方々をはじめ、調査や遺

物整理にあたって献身的な協力を賜わった日本大学考古学研究会・都留文科大学考古学研究会

の会員諸氏に御礼を申し上げると同時に、日本道路公団笹子 トンネルエ事事務所の方々の御協

力に感謝申し上げる。
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(1)堀 之内原遺跡遠景 (北西方向より)

磁
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(2)堀 之内原遺跡近景 (南西方向よ り)



図版 2

(1)堀之内原遺跡遠景 (西方向より)

(2)第 1号 住 居 址



図版 3

(1)第 1号 住 居址 調 査 風 景

(2)第 1号 住 居 址 カ マ ド



図版 4

(1)第 2号住居址

遺物出土状態

(2)第 2号住居址

遺物出土状態

(3)第 2号住居址

カマ ド



図版 5

(21第 2号 住 居 址 (掘 り方)



図版 6

(1)第 3号住居址

カマ ド

(鋤 第 3号住居址

カマ ド (セ ク

シ ョン)

第 3号住居址

カマ ド (掘 り

方)



図版 7

(1)第 3号 住 居 址

(2)第 3号 住 居址 (掘 り方)



図版 8

(1)第 4号住居址

遺物出土状態

(2)第 4号住居址

床 面 上 集 石

(3)第 4号住居址
カマ ド
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図版 9

(1)第 4号 住 居 址

(2)第 4号 住 居址 (掘 り方)



図版10

(1)第 5号住居址

(手前側が第 3号
住居址)

(朗 第 5号住居址
カマ ド

(3)第 5号住居址

カマ ド



図版 11

(1)第 5号 住 居 址

聾

一・・翔
機
市

(2)第 5号 住 居 址 (掘 り方 )



図版12

(1)第 6号住居址

遺物出土状態

(2)第 6号住居址
カマ ド

(3)第 6号住居llL

カマ ド (掘 り

方 )



図版 13

(1)第 6号 住 居 址

(2)第 6号 住 居 址 (掘 り方 )



図版14

11)ピ ッ ト群 全 景 (北方向より
｀

ピ ッ ト群 全 景 (南東方向より)
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図版15
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図版16

10

第 3号 。4号住居址出土追

(1～ 5は第3号住居址   6～ 11は 第4号上



図版 17
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図版 18

表採・ ビット群出上の石器
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